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鳥取県中部地方に於ける甲状腺腫について  
第3報  
岡しl！大学温泉研究併内科  
田  
1．緒   言   
放射能温泉の甲状腺機能に及ぼす影響の→  
端をうかがい，且つ叉，広範囲一般性民の甲  
状晩魔の調査費料を得る目的で，我国屈指の  
放射能泉であ少，放射能温泉としては我図最  
強の三朝温泉をはじめ関金温泉，浜村温泉の  
存在する鳥取県中部地方に於ける一般住民の  
甲状腺腫の調査を実施し，これはさきに第1  
報1）として報肯し，次いで学童につtlての調  
査成績を第2報2）として報告したのである  
が，今回は再調査を行tl，第1，第2報の調  
査成績と比較検討を行ったので，これを第3  
報として報告する．  
Ⅱ．調査方法と対象   
甲状腺腫大慶の分類記載法は，第1，第2報  
と同様，我々の分類法によった．   
調査対象は，一般住民については，第1報  
と同様，鳥取県中部地方として東伯郡ならび  
に気高郡浜村町を限定し，この地方から昭和  
26年12月以降，昭和27年8月まで，即ち，第1  
報の調査当時よ幻丁度3年後に相当する期間  
作 衛   
内に東伯郡三朝村にある岡山大学温泉研究所  
内科の外来を訪れた一般受診者960名であ  
る・性別は男495名，女465名，年令別では0  
才からS9才に亘幻，病類別は第1報とほぼ同  
様で，油化器疾患が最も多く粛7名，次いで  
呼吸器疾患220名，循環器疾患63名，新陳代  
謝疾患58名，神経系疾患32名，伝染性疾患25  
名，運動器疾患20名，泌尿器疾患15名，耳鼻  
咽喉疾患10名，皮常疾患7名，外傷6名，婦人  
科疾患5名，内分泌疾患4名，血液造血器疾患  
3名，中毒2名，健康者38名である．   
学童については，今回招代表的2箇付，即  
ち，放射能温泉の存在する三朝村の′ト学生会  
員2i4名，中学生全員90名，合計334名と放  
射能温泉の存在しない隣村の三徳村の小学生  
全員170名，中学生全員8d名，合計2さ4名とに  
ついて，昭和27年り目上乱即ら，第三報の調  
査当時より丁度2年後に調査を行った・  
皿．調査成績   
概要を述べれば次の如くである．  
－一般住民（第1表，第2表参照）  
第1表鳥取県中部地方に於ける甲状睨腫大慶（性別，年令別）   
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第2表鳥取県中部地方に於ける甲状隠腫大鹿（町村別）  
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ク 上小鴨村  
ク  下郷村  
ク 泊  村  
〝 大誠村  
〝 安田村  
ク  北谷村  
ク 高城村  
ク 舎人村  
ク 中北条村   
′′  三徳村  
ク 古布庄村  
ク  三朝村  
ク  山守柑   
〝  竹 田 村  
ク 地  相  
〝 上井町  
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ク 赤碕町  
ク 上郷村  
〝 倉吉町  
〝 浦安町  
ク 南谷村  
ク 西郷村  
′′  央送付  
〝 長瀬村  
ク 小鴨村  
ク 蔑津村  
〝 ′ト鹿村  
〝 上北条村  
ク 敢  村  
ク 下北条村  
ク 宇野村  
ク 橋津村  
〝 花見村  
ク 栄  村  
〝 東郷村  
〝 以西村  
〝 桧崎町J  
′′ 1日 艮mJ  
ク 八橋町  
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1）絵数につtlての成績は0慶のもの5L4  
％，Ⅰ慶銅．斗％，Ⅱ度11・7％，皿度1．G％，Ⅳ度  
0・2％，甲状腺触知奉り度以上の合計をゆ  
う）48・G％，陽性率（Ⅱ度以上の合計をゆう）  
13・」％で，触知率，陽性率いづれも危険率  
0．1％以下で3年前のものよ幻増加している．   
2）性別では男では0産卵・4％，1虔紙8％，  
Ⅱ慶S・4％，皿度0・4％，Ⅳ慶はなく，触知率  
4q・6％，陽性率3・8％，女では0慶42・S％，l慶  
38．5％，Ⅱ慶即．4％，皿慶2．8％，Ⅳ虔0■4％，  
触知季節．2％，陽性率2き．6％で，男女共それ  
ぞれ触知率，陽性率tlづれも危険率5％以下  
で3年請のものよ少増加している・又，男女  
間の比較では3年前と同様，触知率，陽性率  
共に危険率0・1％以下で女が男よ少高率であ  
る．  
3）年令別では8年前と同様，1＄才より19才  
までの年令屠に最高率で，触知率79．8％，陽  
性率32．1％で，これは危険率1％以下で3年前  
のものよ少高率である．≡欠いで20才よ幻24才  
までの年令層であるが，15才よ少19才までの  
年令盾との間には触知率，陽性率共に有意差  
は認められす，これより年長，或は年少とな  
るに従ってほぼ減少の傾向が認められること  
は3年前の成績と同様である・   
4）町村別では人口に比し調査例数が僅少  
ではあるが，触知率では灘手相の80％，上′ト  
鴨村の75％等が高率で，最低は八橋町，浜村   
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58．5％，44・4％，20％であり，これらは町村  
平均触知率との問にも，叉，高隅知率町村の  
解知率との間にも有意塞が認められないこと  
は3年前と同様である・  
学 童（第3表参照）  
町の20％であ幻，3年前の成績と比較して42  
歯間村中，燭知率の減少したものは2箇町村，  
増減のないもの3箇町村で，増加したものが  
87筒町村である・放射能温泉の存在する三朝  
村，失速村，浜村町の触知率は，それぞれ  
第3表三朝付，三徳村の小学生，新制中学生の甲状隠隆大慶  
丁二、二   － ：∴二‾二二：‾丁：‡  ＿  
二∴：二二  
∴ニ十  
三朝村学童では0慶29．6％，Ⅰ虔87．4％，Ⅰ  
虔28．4％，皿慶d．5％，触知率70．4％，陽性率  
82・9％，三徳村学童では0慶20．1％，1慶84・6  
％，Ⅱ虔40・6％，Ⅱ度ヰ．7％，偶知率79・9％，  
陽性率45．3％であ少，三朝村／ト学生を除tl  
ては2年前と比較して小学生，中学生いづれ  
も危険率0・1％以下で陽性率は増■加してtl  
る．叉，三朝村学童は中学生を除いては三徳  
村学童よ少偶知率，陽性率tlづれも危険率5  
％以下で低率である．  
Ⅳ．考  接   
木調査によ少認めた甲状昧産は皆，畢純性  
甲状隠隆であ少，既に本邦各地で報肯され  
た最高率地方のそれに匹敵する高率のもので  
あることは第1報，第2報のそれと同様であ  
る．   
単純性甲状隠瞳の成因につtlては食物との  
関係が最も論ぜられ，僅かの不明因のものを  
除いてはヨード紋乏説3）が支配的であるが，  
Hニ1ubold4）は欧米の広範囲に互る学童甲状腺  
腫の調査によ少，労働虔の激しtl階層ほど単  
純性甲状晩脛の発生率が大であゎ，これは恐  
らく食物中の長期に亘る或る成分の不足に基  
くといい，Suk5）はRutllenia地方の単純性甲  
状腺塵は甘藍類の多食による所謂Cal）bage  
goitreであるといtl，Bastenie61，Iiimswo油7）  
は第2；欠世界大戦に際しベルギーに於tlて食  
糧事情の悪化に伴tl単純性甲状瞳腫の増加を  
報告し，高森等8）は愛媛県参川村で終戦直後  
の高率の単純性甲状晩腫が数年後に著滅して  
tlる事を報告してtlる，鳥取県中部地方に於  
tlては第1報，第2報の調査当時より本調査  
当時の方が食糧事情はむしろ好転してtlるに  
もかかわらず単純性甲状腺腫率は却って本調  
査当時の方が増加している．この事茸が何に  
基因するものであるか，これにつtlては今後  
の研究に侠たねばならないであらう．  
†．総括並びに結詣   
鳥取県中部地方の一般住民で岡山大学温泉  
研究所内科外来受診者960名，ならびに同地  
方の三朝村の′ト学生，中学生全員834名，三  
徳村の小学生，中学生全員254名について甲  
状陳腫大慶を再調査し＝欠の結論を得た．  
1）一般住民の甲状陳触知率は48．6％，甲   
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耽腺腫陽性率13．4％，三朝村学童では触知率  
70．4％，陽性率82．9％，三徳村学童では触知  
率79・9％，陽性率楓3％である．   
2）一般性民の甲状隠触知率ならびに陽性  
率は3年前と比較して増加している．叉，三  
朝村，三徳村の学童の陽性率は2年前と比較  
して増加している．この理由の究明は今後の  
研究に侠たねばならないであらう．  
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After2－3years from tllePreViousrelX｝rtSltheauthorreinvestigated tl－e thyroid glands  
Of the grownMuppeOPle andof the schooIchildren，1ivlngln the centraldistrict of Tottori  
Preftcture，Where severalrEldio－aCtive hot sprirlgS（Misasa，Sekigane and Hamamllra）issue・   
Thepalpability of the thyro三d gland of the grown－up PeOPle was 48・6 per centin  
average；thisⅣaSS－gnificantly higher chnn thatofthelstreport．   
The sizeoftllethyroid glandof theschooIchildrenl－aSalsosignificantlyincreasedthan  
that ofthe2nd rcl〕Ort・   
TheinfltlenCeOf theradio－aCtivehotsprlngSuPOn thethyroidglandⅣaSrLOt reCOgnized  
agaln・   
